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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年8月31日(2020.8.31)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  アルミニウム合金ストリップを含む鋳造製品であって、
　前記アルミニウム合金ストリップが、
  ４重量％～２８重量％の亜鉛、を含み、
  前記亜鉛の重量％のばらつきが、前記アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心と
の間の領域で１５％以下であり、前記表面と前記厚さ中心との間の距離を特定の厚み深さ
としたとき、前記亜鉛の重量％のばらつきは、次の式に基づいて算出される、鋳造製品。
　［式］ばらつき＝｛（特定の厚み深さにおける亜鉛の最大重量％－特定の厚み深さにお
ける亜鉛の最小重量％）／（特定の厚み深さにおける亜鉛の平均重量％）｝ｘ１００（％
）
【請求項２】
  前記アルミニウム合金ストリップが６重量％～２８重量％の亜鉛を含む、請求項１に記
載の鋳造製品。
【請求項３】
  前記アルミニウム合金ストリップが８重量％～２８重量％の亜鉛を含む、請求項１に記
載の鋳造製品。
【請求項４】
  前記アルミニウム合金ストリップが１０重量％～２８重量％の亜鉛を含む、請求項１に
記載の鋳造製品。
【請求項５】
  前記アルミニウム合金ストリップが４重量％～１５重量％の亜鉛を含む、請求項１に記
載の鋳造製品。
【請求項６】
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  前記アルミニウム合金ストリップが６重量％～１２重量％の亜鉛を含む、請求項１に記
載の鋳造製品。
【請求項７】
  前記アルミニウム合金ストリップが４重量％～１０重量％の亜鉛を含む、請求項１に記
載の鋳造製品。
【請求項８】
  前記アルミニウム合金ストリップが４重量％～８重量％の亜鉛を含む、請求項１に記載
の鋳造製品。
【請求項９】
  前記亜鉛の重量％の前記ばらつきが、前記アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中
心との間で１２％以下である、請求項６に記載の鋳造製品。
【請求項１０】
  アルミニウム合金ストリップを含む鋳造製品であって、
　前記アルミニウム合金ストリップが、
（ｉ）４重量％～２８重量％の亜鉛、
（ｉｉ）１重量％～３重量％の銅、および
（ｉｉｉ）１重量％～３重量％のマグネシウム、を含み、
  前記亜鉛の重量％のばらつきが、前記アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心と
の間の領域で１５％以下であり、前記表面と前記厚さ中心との間の距離を特定の厚み深さ
としたとき、前記亜鉛の重量％のばらつきは、次の式に基づいて算出される、鋳造製品。
　［式］ばらつき＝｛（特定の厚み深さにおける亜鉛の最大重量％－特定の厚み深さにお
ける亜鉛の最小重量％）／（特定の厚み深さにおける亜鉛の平均重量％）｝ｘ１００（％
）
【請求項１１】
  前記アルミニウム合金ストリップが４重量％～１５重量％の亜鉛を含む、請求項１０に
記載の鋳造製品。
【請求項１２】
  前記アルミニウム合金ストリップが４重量％～１２重量％の亜鉛を含む、請求項１０に
記載の鋳造製品。
【請求項１３】
  前記アルミニウム合金ストリップが４重量％～１０重量％の亜鉛を含む、請求項１０に
記載の鋳造製品。
【請求項１４】
  前記アルミニウム合金ストリップが１重量％～２．５重量％の銅を含む、請求項１０に
記載の鋳造製品。
【請求項１５】
  前記アルミニウム合金ストリップが１重量％～２．０重量％の銅を含む、請求項１０に
記載の鋳造製品。
【請求項１６】
  前記アルミニウム合金ストリップが１重量％～１．５重量％の銅を含む、請求項１０に
記載の鋳造製品。
【請求項１７】
  前記アルミニウム合金ストリップが１重量％～２．５重量％のマグネシウムを含む、請
求項１０に記載の鋳造製品。
【請求項１８】
  前記アルミニウム合金ストリップが１重量％～２．０重量％のマグネシウムを含む、請
求項１０に記載の鋳造製品。
【請求項１９】
  前記アルミニウム合金ストリップが１重量％～１．５重量％のマグネシウムを含む、請
求項１０に記載の鋳造製品。
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【請求項２０】
  アルミニウム合金ストリップを含む鋳造製品であって、
　前記アルミニウム合金ストリップが、
（ｉ）４重量％～２８重量％の亜鉛、および
（ｉｉ）１重量％～３重量％の銅、を含み、
  前記亜鉛の重量％のばらつきが、前記アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心と
の間の領域で１５％以下であり、前記表面と前記厚さ中心との間の距離を特定の厚み深さ
としたとき、前記亜鉛の重量％のばらつきは、次の式に基づいて算出される、鋳造製品。
　［式］ばらつき＝｛（特定の厚み深さにおける亜鉛の最大重量％－特定の厚み深さにお
ける亜鉛の最小重量％）／（特定の厚み深さにおける亜鉛の平均重量％）｝ｘ１００（％
）
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
＜発明の簡単な要旨＞
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、本発明はアルミニウム合金ストリ
ップを含む鋳造製品であり、アルミニウム合金ストリップが、４重量％～２８重量％の亜
鉛を含み、亜鉛の重量％のばらつきが、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心と
の間で１５％以下である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、亜鉛重量％のばらつきは、アルミ
ニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間で１２％以下である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、本発明はアルミニウム合金ストリ
ップを含む鋳造製品であり、アルミニウム合金ストリップが、（ｉ）４重量％～２８重量
％の亜鉛、（ｉｉ）１重量％～３重量％の銅、および（ｉｉｉ）１重量％～３重量％のマ
グネシウム、を含み、亜鉛の重量％のばらつきが、アルミニウム合金ストリップの表面と
厚さ中心との間で１５％以下である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、鋳造製品はアルミニウム合金スト
リップを含み、アルミニウム合金ストリップは、４重量％～２８重量％の亜鉛および１重
量％～３重量％の銅を含む。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、亜鉛の
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重量％のばらつきは、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間で１５％以下
である。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
【図３】図３は、鋳造製品における、表面から３，０００マイクロメートル厚深さまでの
亜鉛の重量％のばらつきを示す。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
【図４】図４は、鋳造製品における、表面から３，０００マイクロメートル厚深さまでの
亜鉛の重量％のばらつきを示す。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
【図５】図５は、鋳造製品における、表面から３，０００マイクロメートル厚深さまでの
亜鉛の重量％のばらつきを示す。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
【図６】図６は、鋳造製品における、表面から３，０００マイクロメートル厚深さまでの
亜鉛の重量％のばらつきを示す。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
【図７】図７は、鋳造製品における、表面から３，０００マイクロメートル厚深さまでの
亜鉛の重量％のばらつきを示す。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
【図８】図８は、鋳造製品における、表面から３，０００マイクロメートル厚深さまでの
亜鉛の重量％のばらつきを示す。
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【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
【図９】図９は、鋳造製品における、表面から３，０００マイクロメートル厚深さまでの
亜鉛の重量％のばらつきを示す。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
【図１０】図１０は、鋳造製品における、表面から３，０００マイクロメートル厚深さま
での亜鉛の重量％のばらつきを示す。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
【図１１】図１１は、ダイレクトチル鋳造による先行技術インゴット鋳造の深さにわたる
亜鉛の重量％のばらつきを示す。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
【図１２】図１２は、先行技術鋳造製品の深さにわたる亜鉛の重量％のばらつきを示す。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、本発明はアルミニウム合金ストリ
ップを含む鋳造製品であり、アルミニウム合金ストリップが、４重量％～２８重量％の亜
鉛を含み、亜鉛の重量％のばらつきが、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心と
の間で１５％以下である。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、亜鉛重量％のばらつきは、アルミ
ニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間で１２％以下である。
【誤訳訂正１８】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、本発明はアルミニウム合金ストリ
ップを含む鋳造製品であり、アルミニウム合金ストリップが、（ｉ）４重量％～２８重量
％の亜鉛、（ｉｉ）１重量％～３重量％の銅、および（ｉｉｉ）１重量％～３重量％のマ
グネシウム、を含み、亜鉛の重量％のばらつきが、アルミニウム合金ストリップの表面と
厚さ中心との間で１５％以下である。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、鋳造製品はアルミニウム合金スト
リップを含み、アルミニウム合金ストリップは、４重量％～２８重量％の亜鉛および１重
量％～３重量％の銅を含む。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、亜鉛の
重量％のばらつきは、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間で１５％以下
である。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、本発明はアルミニウム合金ストリ
ップを含む鋳造製品であり、アルミニウム合金ストリップが、４重量％～２５重量％の亜
鉛を含み、亜鉛の重量％のばらつきが、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００
マイクロメートル厚深さとの間で１５％以下である。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、亜鉛重量％のばらつきは、アルミ
ニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間で１２％以下で
ある。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、本発明はアルミニウム合金ストリ
ップを含む鋳造製品であり、アルミニウム合金ストリップが、（ｉ）４重量％～２５重量
％の亜鉛、（ｉｉ）１重量％～３重量％の銅、および（ｉｉｉ）１重量％～３重量％のマ
グネシウム、を含み、亜鉛の重量％のばらつきが、アルミニウム合金ストリップの表面と
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３，０００厚深さとの間で１５％以下である。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
  本明細書で使用される場合、特定の厚み深さにおける合金元素の重量％の「ばらつき(v
ariation)」という用語は、「％」の単位を有し、以下の式に従って計算される：
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
  本明細書で使用される場合、「中心線偏析」という用語は、アルミニウム合金ストリッ
プの中心部分における合金元素の濃縮または減少を意味する。実施形態において、中心線
偏析は、アルミニウム合金ストリップの特定の厚み深さにおける合金元素の重量％のばら
つきに基づいて決定される。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、中心線
偏析は、表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間で１５％より大きい合金元素の
重量％のばらつきに基づいて決定される。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態
では、中心線偏析は、表面とアルミニウム合金ストリップの厚さ中心との間で１５％より
大きい合金元素の重量％のばらつきに基づいて決定される。
【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７９】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表
面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは１５％以下である。本明細書に詳述する
一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の
亜鉛の重量％のばらつきは１４％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施
形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつ
きは１３％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウ
ム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは１２％以下である
。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表
面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは１１％以下である。本明細書に詳述する
一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の
亜鉛の重量％のばらつきは１０％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施
形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつ
きは９％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム
合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは８％以下である。本
明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と
厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは７％以下である。本明細書に詳述する一つま
たは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の
重量％のばらつきは６％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では
、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは５％
以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金スト
リップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは４％以下である。本明細書に
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詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心
との間の亜鉛の重量％のばらつきは３％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数
の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％の
ばらつきは２％以下である。
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表
面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％～１５％である。本明細書に詳
述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心と
の間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％～１４％である。本明細書に詳述する一つまた
は複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重
量％のばらつきは０．１％～１３％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形
態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつき
は０．１％～１２％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミ
ニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％～１
１％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金スト
リップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％～１０％である。本
明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と
厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％～９％である。本明細書に詳述する
一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の
亜鉛の重量％のばらつきは０．１％～８％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の
実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のば
らつきは０．１％～７％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、ア
ルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％
～６％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ス
トリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％～５％である。本
明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、亜鉛の重量％のばらつきは、アルミニ
ウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間で０．１％～４％である。
【誤訳訂正２７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表
面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは１％～１５％である。本明細書に詳述す
る一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間
の亜鉛の重量％のばらつきは２％～１５％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の
実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のば
らつきは３％～１５％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アル
ミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは４％～１５
％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリ
ップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは５％～１５％である。本明細書
に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中
心との間の亜鉛の重量％のばらつきは６％～１５％である。本明細書に詳述する一つまた
は複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重
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量％のばらつきは７％～１５％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態で
は、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは８
％～１５％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合
金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは９％～１５％である。
本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面
と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきは１０％～１５％である。本明細書に詳述す
る一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間
の亜鉛の重量％のばらつきは１１％～１５％である。本明細書に詳述する一つまたは複数
の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％の
ばらつきは１２％～１５％である。
【誤訳訂正２８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表
面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは１５％以下で
ある。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップ
の表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは１４％以
下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリ
ップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは１３
％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ス
トリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは
１２％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合
金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつ
きは１１％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウ
ム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のば
らつきは１０％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミ
ニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％
のばらつきは９％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アル
ミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量
％のばらつきは８％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、ア
ルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重
量％のばらつきは７％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、
アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の
重量％のばらつきは６％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では
、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛
の重量％のばらつきは５％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態で
は、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜
鉛の重量％のばらつきは４％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態
では、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の
亜鉛の重量％のばらつきは３％以下である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形
態では、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間
の亜鉛の重量％のばらつきは２％以下である。
【誤訳訂正２９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００８３】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表
面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％～１
５％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金スト
リップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは０
．１％～１４％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウ
ム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のば
らつきは０．１％～１３％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、
アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の
重量％のばらつきは０．１％～１２％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施
形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの
間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％～１１％である。本明細書に詳述する一つまたは
複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル
厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％～１０％である。本明細書に詳述する
一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイク
ロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％～９％である。本明細書に
詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と３，００
０マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％～８％である。本
明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と
３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％～７％で
ある。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップ
の表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは０．１％
～６％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ス
トリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは
０．１％～５％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、亜鉛の重量
％のばらつきは、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深
さとの間で、０．１％～４％である。
【誤訳訂正３０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８４】
  本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表
面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは１％～１５％
である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリッ
プの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは２％～
１５％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ス
トリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは
３％～１５％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム
合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばら
つきは４％～１５％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミ
ニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％
のばらつきは５％～１５％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態では、
アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の
重量％のばらつきは６％～１５％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実施形態
では、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の
亜鉛の重量％のばらつきは７％～１５％である。本明細書に詳述する一つまたは複数の実
施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚深さと
の間の亜鉛の重量％のばらつきは８％～１５％である。本明細書に詳述する一つまたは複
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数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメートル厚
深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは９％～１５％である。本明細書に詳述する一つま
たは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイクロメー
トル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは１０％～１５％である。本明細書に詳述す
る一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０００マイ
クロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは１１％～１５％である。本明細書
に詳述する一つまたは複数の実施形態では、アルミニウム合金ストリップの表面と３，０
００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは１２％～１５％である。
【誤訳訂正３１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１９】
  以下の表３は、表面から３，０００マイクロメートル厚深さのサンプル各々における亜
鉛の重量％のばらつきを示す。
【表３】

【誤訳訂正３２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２１】
  以下の表５は、各サンプルにおける、表面から厚さ中心の亜鉛の重量％のばらつきを示
す。
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【表５】

【誤訳訂正３３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２３】
  図３～図１０および上記の表に示すように、発明者らは驚くべきことに、本発明による
サンプル１～７における、表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量
％のばらつきが、１５％未満であることを発見した。さらに、サンプル８の表面と３，０
００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の重量％のばらつきは、１５％より大きい。同
様に、図１１～図１２の目視検査に基づき、ダイレクトチル鋳造従来技術製品および連続
的鋳造従来技術製品における、表面と３，０００マイクロメートル厚深さとの間の亜鉛の
重量％のばらつきは、１５％よりも大きい。
【誤訳訂正３４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２４】
  図３～図１０および上記の表に示すように、発明者らは驚くべきことに、本発明による
サンプル１～８における、表面と厚さ中心との間の亜鉛の重量％のばらつきが、１５％未
満であることを発見した。さらに、図１１～図１２の目視検査に基づき、ダイレクトチル
鋳造従来技術製品および連続的鋳造従来技術製品における、表面と厚さ中心との間の亜鉛
の重量％のばらつきは、１５％よりも大きい。
【誤訳訂正３５】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図３】

【誤訳訂正３６】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図４】

【誤訳訂正３７】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図５】

【誤訳訂正３８】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図６】

【誤訳訂正３９】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図７】

【誤訳訂正４０】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図８】

【誤訳訂正４１】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図９】

【誤訳訂正４２】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図１０】
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